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要旨 

 

日本語と英語には多くの対応する語が存在するが、それらは必ずしも同一の指示対象を

表しているとは限らない。それは、言語とそれが用いられる社会との密接な関係があるか

らである。本論文では、そこに生じる日英語間の相違を「親族名称」に焦点を当て、言語

的ないし社会的な視点から日本と英語圏の家族の在り方について研究を行う。「家族」とい

うものは、人間が存在する以上、言語や民族を問わず、どこにでも必ず存在し世界に共通

して見られる人間の集団である。しかし、それぞれの言語や、それが使われる社会の仕組

みによって、家族を捉える「家族観」に違いが生じる。 

社会人類学者の中根(1997)は、日本と欧米の社会をタテとヨコの社会として分別してい

る。これは、年功序列を重んじる日本をタテの社会、能力主義である欧米をヨコの社会と

呼んだものである。さらに、夏目漱石の孫娘であり、比較文学研究者の松岡（1989, p.19）
は「アメリカと日本の家庭を比べる時、最も大きな違いは、アメリカの夫婦単位に対して

日本の親子単位という点が挙げられよう」と記述している。そこで、中根(1997)と松岡

(1989)の意見を統合して「家族」の在り方を考察すると、日本のタテ社会は親子を中心と

した構成であり、英語圏のヨコ社会は夫婦を中心として構成されるものであると言える。

このことから、誰もが持っている家族に対する「家族観」が日本と英語圏では異なると考

えることができ、異なった社会に生きる人々同士が意思の疎通をはかろうとする場合、相

互理解に欠ける社会の違いによる摩擦が生じてしまうこともあると考えられる。日本と英

語圏におけるそれぞれの「家族」がどのような「家族観」のもとで存在するのだろうか。 
さらに言語的視点で見た家族という語が持つ共通点と相違点、そして親族名称一つ一つ

の構成から考えられるその言語が使われる環境における人間の価値観について考察する。

言語と環境によって異なる意味と様式を持つ家族について検討し、今後の日本と英語圏の

人々の相互理解または家族の有意義な在り方に役立てたい。 
 本論文は、第一章と第二章では言語的視点から親族名称を考察し、第三章では社会的視

点から日本と英語圏で家族がどのように存在しているかについて様々な視点から研究を行

う構成となっている。 

 第一章では、日本と英語圏の親族名称が親族の中でどのように分類されているか、また

親族の意味を持つ複数の語について考察する。その中で家族という語がどのような言語的

意味を持っているのかを明らかにしながら親族名称の全体像に見られる特徴を考察してい

く。親族呼称にも触れ、人々がどのように家族の構成員を呼称するかについても考える。 

 第二章では、世代によって分けられた日本語と英語の親族名称の構成をタイ語という言

語を加えることで客観的に考察する。日本語にあって英語にない名称や、英語では一まと

めにして考えられる日本語の名称など、その名称が作られる要因となった社会的な価値観

についても検当する。 

 第三章では、言語的視点からの考察をした第一章と第二章で関連性が出てきた社会的要

素について、様々な視点から家族を検討し、人々が家族をどのように捉えているかという

観点から日英語間での「家族観」について考察する。それぞれの社会について論じる際に、

家族におけるタテの社会とヨコの社会、そして親子中心と夫婦中心の社会に着眼して考え

てみる。 
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